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   学校教育目標 ： 校訓「至誠」を胸に、未来に挑む子供の育成 　　　　

自分のよさを発揮して挑む 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　校長　　荒殿　博昭   

　先日の町民運動会では、与論校区が校区対抗の部優勝、集落対抗では優勝が城、２位が東区と与

論校区の皆さんが大活躍でした。校区の皆さんの溌剌とした姿に元気をもらうとともに、校区の皆

さんのまとまりの良さに感動しました。今度は、与論小学校の第１２８回 

運動会です。２７日（日）に開催します。今年のスローガンは「全力プレイ 

笑顔でいどむ　運動会」です。一人一人が全力を尽くして元気に競技にいど 

み、そして、やりきった充実感で最高の笑顔で終わる運動会にしてほしいで 

す。保護者の皆さん、地域の皆さん、是非、来校していただき、子供たちに 

温かい声援を送ってくださるようお願いいたします。 

　突然ですが、「自分には、よいところがあると思いますか？」。皆さんなら、何と答えるでしょう

か？これは５月に実施されました全国学力・学習状況調査で小学６年生に質問されたものです。 

　　　　＜児童質問　回答結果＞                                         （％） 

 　あてはまる どちらかといえばあてはまる どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

 本　　校   ３７．５     ５０．０      １２．５          ０      

 鹿児島県   ３６．８     ４５．３      １２．３        ５．６    

 全　　国   ４３．４     ４０．７      １０．５        ５．４    

　自己肯定感（ありのままの自分を肯定し、かけがえのない存在として受け入れる感覚）に対する

質問です。あてはまると答えた児童は、「自分自身の能力や価値に対して自信を持ち、自己評価が

高い状態」であることを意味します。自己肯定感が高いと「何事も前向きに考える」「失敗を受け

入れ、立ち直る」「他人の意見に耳を傾け、自分の意見もはっきり言える」など、学習や仕事、人

間関係においてもよい影響を与えるとされています。日本の若者は、諸外国に比べて自己肯定感が

低い傾向があるそうです。ここには、「謙遜」「謙虚」といった日本人の国民性が関係しているとも

言われますが･･･。 

　与論小の子は，「あてはまる」が全国よりも５．９％低いです。しかし、「どちらかといえばあて

はまる」までで比較すると、３．４％高くなります。決して、自己肯定感は低いわけではないです

が、自信をもって「あてはまる」と答えていないことに少し課題を感じています。 

　学校では、児童一人一人を大切にし、学習や学校行事等のあらゆる場面で活躍できる場面の設定

に心がけています。自己肯定感は、学習や体験を通して、できなかったことができるようになった

り、身に付けたことを活かして成功できたときに感じる喜びを通して自分に自信を付けることで高

まっていきます。子供たちには無限の可能性があります。 

　さあ、運動会です。児童の皆さんには、「皆さんのよいところをたくさん見ることができる運動

会にしましょう。」と声をかけています。一人一人が自分のよさや得意なことをどんどん発揮して

運動会を盛り上げ、自信をもって取り組む姿をたくさん見せてほしいと思います。児童の皆さんの

成長を心から期待しています。



避難訓練（地震・火災） 

 

１０月３日（木）に、地震と火災を想定した避難訓練を

行いました。始めに地震が発生したという放送を受けて

子どもたちが一斉に机の下に入り落下物から身を守り

ました。このとき、机がガタガタと動いてしまわないよう

に、机の脚を手でつかむことが大切です。 

 地震に引き続き、火災が発生したと想定し全員が校舎

から避難しました。先生の指示をしっかりと聞き、煙を

吸い込まないように口元をハンカチで抑えて素早く校

庭に並ぶことができていました。最後に 6年生が消火

器の使い方を見せてくれました。 

 今回は訓練でしたが、地震はいつ起こるか分からない

災害です。日頃から家庭でも、もし地震が起きてしまっ

たらどうするのかを話しておいてください。 

 

校内読書旬間 
ようやく与論島でも秋らしい涼しい風を感じられる季節

になってきました。与論小学校では毎年 10 月に校内読

書旬間を設定しています。本好きの子供たちが増える

ように、町立図書館の皆様に人形劇を見せていただい

たり，先生たちが各教室で読み聞かせをしたりして楽し

い企画が用意されました。 

  
 10 月 17 日には、図書委員会が読書クイズ大会を開

きました。体育館に絵本に関するクイズを掲示し子供た

ちが解答して回りました。途中で腕相撲チャレンジもあ

り、楽しいクイズ大会になりました。 

  

 

   

 

 

 

与論米の給食 
   １０月１６日（水）の給食には、与論島で作られたお

米が給食に出ました。給食時間には今回のお米を栽

培された松井さんに、「無農薬で栽培したササニシキ

という種類のお米です。」と説明していただきました。 

    

各教室では、「いつもの給食のご飯よりも美味し

い。」とおかわりをする子供たちの様子が見られまし

た。また、今回の与論米づくりに関わった子供たちも

いて説明を聞きながら嬉しそうに食べていました。 

 

陸上記録会 
  １０月１８日（金）陸上記録会が実施されまし

た。陸上記録会には５・６年生が参加し、１００ｍ

走、幅跳び、高跳び、ハードル走、リレーの５種目

で競い合いました。 

    

   運動会の練習もあり、なかなか練習時間の確保の

難しいなかでしたが、与論小学校の代表として全員

ががんばってくれました。 

  ５年女子１００ｍ ３位青山さん 

  ６年男子１００ｍ ２位本畑さん 

  ６年女子１００ｍ ２位池畑さん 

  ６年男子６０ｍハードル ３位里山さん 

  ６年女子６０ｍハードル １位池畑さん ３位吉田さん 

  ５年男子幅跳び ３位玄さん 

  ５年男子高跳び ３位山下さん 

  ５年女子高跳び １位青山さん ２位鵜木さん 

  ５年男子４００ｍリレー ３位与論小Ａチーム 

  ５年女子４００ｍリレー ２位与論小Ａチーム 

  ６年男子４００ｍリレー ２位与論小 

令和６年１０月２２日（火）第５３７号      与 論 小 だ よ り        与論町立与論小学校 

１１月の行事予定 
１日（金）～７日（木）           １５日（金） 奉納相撲大会（５・６年） 

地域が育む「かごしまの教育」県民週間  ２９日（水） 授業参観 学級ＰＴＡ 家庭教育学級 
 ８日（金） 小中学校音楽発表会（３・４年）   
 ９日（土） 土曜授業・生活科フェスティバル           
１３日（水） 児童総会   

                


